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古カトマンズ湖の排水・消滅の原因：テクトニクス vs.気候

Causes of drainage and disappearance of the Paleo-Kathmandu Lake: Tectonics vs. Cli-
mate
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　ヒマラヤの山間盆地，カトマンズ盆地には約 100万年前から 1.5万年前まで，湖が存在していたことが，古カトマ
ンズ湖プロジェクトの結果判明した (Sakai et al., 2006, 2001)．しかし，この湖がいつ，どのようにして排水を始め，消滅
したのかという排水プロセスとその原因については，良く判っていなかった．そこで，カトマンズ盆地南部に分布する
湖成堆積物とその上位の河川堆積物の堆積相変化を詳しく検討すると同時に，組織的に AMS14C年代測定を行い，排水
プロセスを検討した．その結果と盆地中央部の湖成堆積物ボーリングコアの花粉・珪藻分析から求められた古気候・古
水位変動データを比較検討し，古カトマンズ湖の排水・消滅の原因を考察する．


